
１　事業の推移（沿革）
　

（１）水道事業
　

年　度 主な事業内容

富山地域 上水 昭和９年度 　簡易水道事業認可

　　（給水人口9,435人　 　最大給水量1,800㎥/日）

昭和９年度 　工事着手（3月）

昭和10年度 　一部通水開始（10月）

昭和12年度 　工事完工、通水開始（3月）

昭和20年度 　空襲により水道施設が壊滅的打撃

昭和24年度 　第1期拡張事業着手

　　（給水人口35,700人  　最大給水量8,000㎥/日）

昭和30年度 　第1期拡張事業完工

昭和32年度 　第2期拡張事業着手

　　（給水人口53,500人　 最大給水量12,000㎥/日）

昭和35年度 　第2期拡張事業完工

昭和35年度 　第3期拡張事業着手

　　（給水人口200,000人 　最大給水量60,000㎥/日）

昭和45年度 　第3期拡張事業完工

昭和46年度 　第4期拡張事業着手

　　（給水人口326,000人　最大給水量189,000㎥/日）

昭和60年度 　第4期拡張事業完工
　

年　度 主な事業内容

大沢野地域 上水 昭和36年度 　事業着手

：

昭和44年度 　第1次拡張事業開始

昭和47年度 　第2次拡張事業に着手

昭和51年度 　第3次拡張事業に着手

昭和59年度 　第4次拡張事業に着手

平成12年度 　第5次拡張事業に着手

年　度 主な事業内容

昭和41年度 　猪谷南部簡易水道

昭和42年度 　寺津簡易水道

昭和43年度 　吉野簡易水道

昭和48年度 　猪谷北部簡易水道

昭和56年度 　布尻簡易水道

昭和59年度 　町長簡易水道

：

　※飲料水供給施設、小規模水道（略）

年　度 主な事業内容

大山地域 上水 昭和32年度 　上滝簡易水道事業開始

昭和36年度 　第1次拡張事業開始

　上滝簡易水道・大庄地区簡易水道・花崎簡易水道・小原屋簡易水道を統合し

　　上水道事業開始

　　（給水人口　 10,000人　最大給水量　2,200㎥/日）

昭和41年度 　第2次拡張事業開始　東福沢簡水を統合

　　（給水人口　 10,000人　最大給水量　2,200㎥/日）

昭和45年度 　上野及び文珠寺地区を拡張

　　（給水人口 　10,000人　最大給水量　5,500㎥/日）

昭和47年度 　第3次拡張事業開始

　　（給水人口　 10,000人　最大給水量　5,000㎥/日）

昭和57年度 　第4次拡張事業開始　福沢中部地区簡易水道を統合

　　（給水人口 　 9,800人　最大給水量  5,880㎥/日）

平成３年度 　第5次拡張事業開始　学園都市区域を拡張

　　（給水人口　 12,500人　最大給水量　8,000㎥/日）

年　度 主な事業内容

小見簡水 昭和32年度 　小見簡易水道事業開始

　　（給水人口　  400人　　最大給水量　 60.0㎥/日）

昭和41年度 　本宮地区を拡張

　　（給水人口　1,050人　　最大給水量　157.5㎥/日）

昭和47年度 　和田・原地域を拡張

　　（給水人口　1,050人　　最大給水量　472.5㎥/日）

昭和52年度 　亀谷簡易水道を統合

　　（給水人口　1,300人　　最大給水量  585.0㎥/日）

昭和55年度 　粟巣野簡易水道を統合

　　（給水人口　1,375人　　最大給水量1,992.4㎥/日）

年　度 主な事業内容

岡田簡水 昭和41年度 　岡田簡易水道事業開始

　　（給水人口　180人　　　最大給水量　　 30㎥/日）

平成７年度 　変更認可

　　（給水人口　120人　　　最大給水量　　 30㎥/日）

 
  簡水・飲料水

  供給施設・

  小規模水道
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年　度 主な事業内容

大山地域 昭和47年度 　牧飲料水供給施設開始

　　（給水人口　95人　　　  最大給水量 16.25㎥/日）

年　度 主な事業内容

昭和42年度 　才覚地飲料水供給施設開始

　　（給水人口　80人　　　  最大給水量　　12㎥/日）

昭和48年度 　中地山飲料水供給施設開始

　　（給水人口  100人　　　 最大給水量　　25㎥/日）

平成15年度 　才覚地飲料水供給施設・中地山飲料水供給施設を統合

年　度 主な事業内容

昭和43年度 　小佐波飲料水供給施設開始

　　（給水人口　 52人　　   最大給水量　 7.8㎥/日）

年　度 主な事業内容

八尾地域 上水 昭和34年度 　水利権許可

昭和34年度 　給水開始

昭和46年度 　第1期拡張事業開始

昭和47年度 　水利権変更許可

昭和51年度 　第2期拡張事業開始

昭和60年度 　第3期拡張事業開始

平成２年度 　第4期拡張事業開始

平成12年度 　第4期拡張事業（簡水統合）開始

平成14年度 　第4期拡張事業（簡水統合）開始

年　度 主な事業内容

昭和30年度 　川倉簡易水道給水開始

昭和31年度 　桐谷簡易水道給水開始

昭和49年度 　野積簡易水道給水開始

昭和49年度 　保内簡易水道給水開始

昭和52年度 　布谷簡易水道給水開始

昭和54年度 　茗ケ原簡易水道給水開始

昭和54年度 　黒瀬谷簡易水道給水開始

昭和57年度 　上笹原簡易水道給水開始

平成４年度 　川倉簡易水道、基幹的施設改良事業

平成９年度 　桐谷簡易水道、基幹的施設改良事業

　※飲料水供給施設、小規模水道（略）

年　度 主な事業内容

婦中地域 上水 昭和48年度 　事業認可(昭和49年3月30日)

昭和49年度 　創設事業着手(道場水源さく井工事及び道場浄水場建設工事着手)
昭和50年度 　古里中区配水場増設

昭和53年度 　東部・道場浄水場滅菌施設改良

昭和54年度 　上井沢浄水場建設に着手

昭和57年度 　東部浄水場増設

昭和58年度 　第1次拡張事業認可

昭和58年度 　道場浄水場増設

昭和59年度 　道場第2水源さく井工事着手

昭和60年度 　速星浄水場改良工事着手

昭和62年度 　古里低区改良工事着手

平成２年度 　千里配水池整備工事着手

平成３年度 　古里高区改良工事着手

平成４年度 　上井沢第2水源さく井工事着手

平成５年度 　田屋水源さく井工事着手

平成６年度 　第2次拡張事業認可・田屋水源池ポンプ施設工事着手

平成11年度 　第3次拡張事業認可

平成15年度 　友坂中継場配水池築造工事

平成16年度 　東部浄水場第2配水池築造工事

年　度 主な事業内容

昭和49年度 　事業認可(昭和49年8月22日)　河原町水源地及び音川低区配水場建設  

昭和50年度 　音川中区・高区配水場及び道島配水場建設

昭和51年度 　吉谷加圧場建設

昭和52年度 　鶚谷加圧場・配水場建設及び大瀬谷配水池建設

平成９年度 　蓮花寺中継ポンプ場建設

平成14年度 　音川簡易水道テレメータ装置更新工事

平成16年度 　音川高区配水場及び鶚谷加圧場電気計装等設備工事

年　度 主な事業内容

山田地域 昭和３年頃 　上中瀬地区において水槽と配管のみの集落共同水道が発足する

昭和37年度 　柳川地区（飲料水供給施設）の給水を開始

昭和38年度 　上中瀬簡易水道事業が認可

昭和38年度 　上中瀬地区（上中瀬簡易水道事業）の給水を開始

昭和38年度 　牧地区（飲料水供給施設）の給水を開始

昭和47年度 　小島城山地区（小島再編集落簡易水道事業）の給水を開始

昭和49年度 　白井谷地区（飲料水供給施設）の給水を開始

昭和49年度 　谷地区（小規模水道）の給水を開始

昭和51年度 　沢連簡易水道事業が認可

昭和51年度 　沢連地区（沢連簡易水道事業）の給水を開始

  簡水･飲料水

  供給施設・

  小規模水道

  牧飲料水
  供給施設

  才覚地・
  中地山
  飲料水
  供給施設

小佐波飲料
水供給施設

  簡水･飲料水
  供給施設・
  小規模水道

  簡水・飲料水

  供給施設・

  小規模水道
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年　度 主な事業内容

山田地域 昭和54年度 　山田村簡易水道事業認可

　小島再編集落簡易水道事業及び沢連簡易水道事業の全部を廃止
　　（給水人口　1,353人　　　最大給水量    437.7㎥/日）
　上中瀬簡易水道事業の給水区域を中瀬、中村、小島、城山団地、湯、鎌倉、沢連
　及び宿坊に拡張

　
　婦中町音川簡易水道からの分水を要請し同意を得る（500㎥／日）
　以後平成11年度まで分水を受ける

昭和58年度 　山田村簡易水道事業変更認可

　　（給水人口  1,660人　　　　最大給水量  499.1㎥/日）
　給水区域を白井谷、沼又、牧、清水及び今山田に拡張
　白井谷地区及び牧地区の飲料水供給施設は簡易水道事業に統合

昭和60年度 　山田村簡易水道事業（第3次拡張）変更認可

　給水区域を若土、小谷、赤目谷及び北山に拡張
　   (給水人口   1,894人       最大給水量    639㎥/日）

平成元年度 　山田村簡易水道事業（第4次拡張）変更認可

　給水区域を若土、赤目谷の一部を拡張
　　（給水人口　2,150人　　　　最大給水量　964.6㎥/日）

平成４年度 　山田村簡易水道事業（第5次拡張）変更認可

　給水区域を若土（小谷字中根、字赤坂）地区及び柳川地区に拡張
　　（給水人口　2,220人　　　　最大給水量　1,102㎥/日）

平成９年度 　山田村簡易水道事業（第6次拡張）変更認可

　　（最大給水量　1,367㎥/日）

年　度 主な事業内容

細入地域 昭和34年度 　楡原簡易水道工事起工

昭和34年度 　楡原簡易水道工事竣工

昭和34年度 　楡原簡易水道事業認可

昭和35年度 　楡原簡易水道給水開始

昭和36年度 　猪谷簡易水道工事起工

昭和36年度 　猪谷簡易水道事業認可

昭和36年度 　猪谷簡易水道工事竣工

昭和36年度 　猪谷簡易水道給水開始

昭和39年度 　庵谷簡易水道事業認可

昭和39年度 　庵谷簡易水道工事起工

昭和39年度 　庵谷簡易水道工事竣工

昭和39年度 　猪谷簡易水道給水開始

昭和40年度 　蟹寺簡易水道事業認可

昭和40年度 　蟹寺簡易水道工事起工

昭和40年度 　蟹寺簡易水道工事竣工

昭和40年度 　蟹寺簡易水道給水開始

昭和44年度 　片掛簡易水道事業認可

昭和44年度 　片掛簡易水道工事起工

昭和44年度 　片掛簡易水道工事竣工

昭和44年度 　片掛簡易水道給水開始

昭和45年度 　笹津簡易水道事業認可

昭和45年度 　笹津簡易水道工事起工

昭和45年度 　笹津簡易水道工事竣工

昭和45年度 　笹津簡易水道給水開始

昭和46年度 　岩稲簡易水道工事起工

昭和46年度 　岩稲簡易水道工事竣工

昭和46年度 　岩稲簡易水道事業認可

昭和46年度 　岩稲簡易水道給水開始

昭和56年度 　蟹寺簡易水道一般国道360号線道路改良に伴う水道移設工事

昭和57年度 　庵谷簡易水道水源拡張工事

昭和60年度 　楡原簡易水道配水池増設工事

昭和62年度 　庵谷地区消火栓改良工事→平成9年簡易水道に切り替え

   平成元年～２年度 　岩稲簡易水道改良工事

   平成３年～６年度 　楡原簡易水道改良工事

   平成６年～９年度 　笹津簡易水道改良工事

平成８年度 　片掛簡易水道配水池改良工事

平成９年度 　庵谷簡易水道改良工事

平成９年度 　猪谷簡易水道導水管改良工事

平成10年度 　片掛簡易水道配水管改良工事

平成11年度 　猪谷簡易水道配水池改良工事

平成12年度 　蟹寺簡易水道配水池改良工事

平成12年度 　細入村中央監視施設機能増強工事

   平成13年～14年度 　猪谷簡易水道配水管改良工事

平成15年度 　楡原簡易水道芦生導水管改良工事

平成16年度 　岩稲簡易水道配水池改良工事

  簡水・飲料水

  供給施設・

  小規模水道

  簡水・飲料水

  供給施設・

  小規模水道
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市市町町村村合合併併（（ＨＨ1177．．44．．11））以以降降

年　度 主な事業内容
富山市 上水    平成17年度 　流杉浄水場改築工事（基本計画は平成14年度～）

～20年度
   平成17年度 　「富山市水道事業基本構想・基本計画」策定

～18年度
   平成18年度 　「富山市上下水道事業中長期ビジョン」作成（3月）
   平成20年度 　第5期拡張事業着手

　　（給水人口416,000人　　　最大給水量　213,500㎥/日）
　平成21年度 　流杉浄水場供用開始（第1期分：施設能力　100,000㎥/日）
　平成26年度 　第5期拡張変更事業着手

　　（給水人口414,000人　　　最大給水量　199,800㎥/日）
   平成28年度 　「第2次富山市上下水道事業中長期ビジョン」作成（3月）

年　度 主な事業内容
   平成17年度 　「富山市水道事業基本構想・基本計画」策定

～18年度
   平成18年度 　「富山市上下水道事業中長期ビジョン」作成（3月）
   平成19年度 　茗ヶ原簡易水道事業変更認可

　　給水人口210→108人、浄水方法（紫外線処理を追加）
   平成20年度 　認可変更：簡易水道事業、飲料水供給施設、小規模水道を廃止し、

　　　　　　全て上水道に統合（第5期拡張事業）

※平成20年4月　　水道料金の改定（平均13.5％）

 
  簡水・飲料水

  供給施設・

  小規模水道

-71-−70− −71−


